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特
集
　
地
域
歴
史
文
化
の
形
成
と
災
害
資
料
　
―
認
識
す
る
こ
と
・
記
録
す
る
こ
と
・
伝
え
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
―

博
物
館
と
災
害
資
料
―
伊
丹
市
立
博
物
館
の
取
り
組
み
―

小
長
谷　
正
治

一
　
は
じ
め
に

　

第
一
〇
回
「
歴
史
文
化
を
め
ぐ
る
地
域
連
携
協
議
会
」
に
お
い
て
、「
博

物
館
と
災
害
資
料
」
を
テ
ー
マ
に
、
伊
丹
市
立
博
物
館
が
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
活
動
内
容
を
紹
介
し
た
。
当
日
の
協
議
会
で
は
、
本
館
の
震

災
資
料
集
刊
行
事
業
を
担
当
し
た
水
本
有
香
氏
が
「
博
物
館
と
災
害
資
料

―
地
域
博
物
館
の
試
み

―
」
と
題
し
て
、
主
に
資
料
集
刊
行
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
分
担
発
表
し
た
。

　

伊
丹
市
の
震
災
被
害
は
、
死
者
二
三
名
、
負
傷
者
二
、七
一
六
名
、
住

宅
被
害
は
二
八
、七
四
五
棟
に
お
よ
ん
だ
が
、
阪
神
間
で
は
神
戸
・
芦
屋
・

西
宮
に
比
べ
、
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
伊
丹
市
で
、
な
ぜ
一

連
の
震
災
（
災
害
）
資
料
調
査
を
行
っ
て
き
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
水
本
氏
が
説
明
し
た
。
水
本
氏
は
、
伊
丹
の
震
災
被
害
を
「
被
害
が

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
大
き
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
」
と
分
析
し
た

上
で
、「
被
害
が
大
き
い
と
こ
ろ
に
目
が
行
き
が
ち
」
と
な
る
傾
向
を
指

摘
し
、「
ひ
ど
く
な
い
と
こ
ろ
に
も
被
害
が
あ
る
（
周
辺
被
災
地
⇔
中
心
被

災
地
）」
と
し
て
、
周
辺
被
災
地
で
あ
る
伊
丹
市
に
お
け
る
震
災
資
料
調

査
の
意
義
を
説
明
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
関
す
る
本
館
の
主
な
活
動
は
、
①
被
災
資
料
の

収
集
と
保
存
、
②
震
災
体
験
聞
き
取
り
調
査
、
③
震
災
資
料
集
刊
行
で
あ

る
。
被
災
資
料
の
収
集
と
保
存
は
震
災
後
か
ら
概
ね
半
年
間
、
震
災
体
験

聞
き
取
り
調
査
は
平
成
八
～
二
二
年
度
、
震
災
資
料
集
刊
行
事
業
は
平
成

一
八
年
度
か
ら
準
備
を
始
め
、
二
二
年
度
に
『
阪
神
・
淡
路
大
震
災

―

伊
丹
か
ら
の
発
信

―
』（
手
引
・
資
料
編
）
を
、
二
三
年
度
に
本
文
編
を

刊
行
し
、
終
了
し
た
。
こ
の
よ
う
に
震
災
に
関
す
る
本
館
の
取
り
組
み
は
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長
期
に
わ
た
っ
て
お
り
、
震
災
を
機
会
に
始
め
た
地
域
資
料
の
悉
皆
調
査

（
旧
村
資
料
調
査
）
は
、
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。

二
　
被
災
資
料
の
収
集
と
保
存

　

本
館
の
被
災
資
料
の
収
集
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、

全
史
料
協
や
史
料
ネ
ッ
ト
な
ど
の
学
術
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
レ
ス

キ
ュ
ー
活
動
、
も
う
一
つ
は
所
有
者
か
ら
の
申
し
出
に
よ
る
資
料
の
受
入

れ
で
あ
る
。

　

文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
は
、
震
災
後
の
二
月
二
八
日
に
全
史
料
協
・

史
料
ネ
ッ
ト
か
ら
博
物
館
へ
協
力
の
申
し
出
が
あ
っ
た
が
、
博
物
館
で
は

職
員
が
震
災
対
策
事
業
に
動
員
さ
れ
て
い
る
状
況
か
ら
お
断
り
を
し
た
。

そ
の
後
、
三
月
末
に
再
度
の
申
し
出
が
あ
り
、
結
果
的
に
三
月
二
九
日
か

ら
四
月
二
二
日
ま
で
の
間
に
、
延
べ
一
一
日
・
延
べ
九
四
人
に
よ
る
市
内

で
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
が
行
わ
れ
、
被
災
資
料
を
博
物
館
で
受
け

入
れ
た
。

　

一
方
、
所
有
者
か
ら
の
被
災
資
料
寄
贈
の
申
し
出
は
、
そ
れ
よ
り
早
く

二
月
三
日
が
最
初
で
、
そ
の
後
、
翌
年
九
月
ま
で
被
災
資
料
の
受
入
れ
が

続
い
た
。

　

当
館
が
受
け
入
れ
た
資
料
は
、
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
と
所
有
者
か
ら
の
申

し
出
を
合
わ
せ
て
四
五
件
、
資
料
数
は
一
二
、六
〇
〇
点
を
超
え
て
い
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
概
ね
資
料
整
理
が
終
わ
り
、
当
館
の
館
蔵
資
料
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
入
力
を
終
え
て
い
る
。

三
　
震
災
体
験
聞
き
取
り
調
査

　

本
館
で
は
、
震
災
資
料
の
収
集
事
業
の
一
つ
と
し
て
震
災
体
験
の
聞
き

取
り
調
査
を
一
五
回
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
。
初
回
は
、
駅
が
崩
壊
し

た
こ
と
で
全
国
に
知
ら
れ
た
阪
急
伊
丹
駅
の
助
役
の
証
言
、
第
二
回
は
仮

日付 活動地区名 参加団体 参加
人数

3 月 9日 南野 尼崎市立地域研究史
料館・史料ネット

20人

12 日 鋳物師・春日丘 史料ネット他 8人
21 日 南野 救援委・史料ネット

他
10人

29 日 昆陽・荒牧 史料ネット・全史料
協他

3人

31 日 荒牧 救援委・全史料協他 20人
4月 4日 北伊丹・口酒井・

森本
史料ネット他 2人

5日 春日丘・大鹿・下
河原

史料ネット 2人

9日 野間・森本・昆陽
（字小井内）・堀池・
山田・池尻

史料ネット・救援委
他

8人

15 日 中野（西・東・北）・
鴻池・西野・荻野

全史料協近畿支部 8人

16 日 御願塚・南野 全史料協近畿支部 8人
22 日 東野・大野・荻野

（残部）
史料ネット他 5人

被災資料レスキュー活動（亀田浩「阪神・淡路大震災被災資料の調査
と収集」『地域研究いたみ』26 号）より
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設
住
宅
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
、
第
三
回
は
避
難
所
と
な
っ

た
小
学
校
の
状
況
に
つ
い
て
、
第
四
・
五
・
七
回
は
伊
丹
市
の
災
害
対
策
本

部
に
つ
い
て
、
第
六
回
は
市
立
伊
丹
病
院
、
第
八
・
九
回
は
交
通
局
と
水

道
局
に
つ
い
て
、
第
一
〇
～
一
四
回
は
市
内
企
業
の
震
災
対
応
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
さ
れ
た
方
に
当
時
の
状
況
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
最
終
回
（
第
一
五
回
）
は
、
現
地
で
災
害
派
遣
の
陣
頭
指
揮
を
執

ら
れ
た
陸
上
自
衛
隊
副
隊
長
か
ら
証
言
を
得
た
。
何
れ
も
震
災
時
の
状
況

を
生
の
声
と
し
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
行
政
が
発
行
し
た
震
災

の
報
告
書
に
表
れ
な
い
内
容
で
、
震
災
被
害
を
目
の
当
た
り
に
し
た
緊
迫

感
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、随
時
本
館
の
紀
要
『
地
域
研
究
い
た
み
』（
第

二
五
～
四
〇
号
）
に
収
録
し
た
。

四
　
震
災
資
料
集
の
刊
行

　

本
館
で
は
、
将
来
の
新
『
伊
丹
市
史
』
編
纂
に
向
け
、
伊
丹
市
資
料
修

史
等
専
門
委
員
会
を
組
織
し
、
継
続
的
な
資
料
修
史
事
業
を
進
め
て
き
て

い
る
。
そ
の
事
業
の
中
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
伊
丹
の
現
代
史
に
お

け
る
重
要
な
出
来
事
と
と
ら
え
、
こ
れ
を
資
料
集
と
し
て
刊
行
す
る
取
り

組
み
を
始
め
た
。
平
成
一
八
年
度
か
ら
、
本
市
総
務
課
保
管
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
関
連
の
行
政
資
料
の
整
理
を
始
め
た
。
二
一
年
度
か
ら
は
資

料
集
刊
行
事
業
を
本
格
化
さ
せ
、
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
収

集
し
た
震
災
資
料
を
も
と
に
秋
季
企
画
展
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災

―
伊

本館刊行の震災資料集
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丹
か
ら
の
発
信

―
」
を
開
催
し
、
二
二
年
度
に
震
災
資
料
集
『
阪
神
・

淡
路
大
震
災

―
伊
丹
か
ら
の
発
信

―
』（
手
引
・
資
料
編
）
を
刊
行
し
、

二
三
年
度
に
同
本
文
編
を
刊
行
し
た
。

五
　
地
域
史
料
悉
皆
調
査
（
旧
村
史
料
調
査
）

　

震
災
の
混
乱
に
よ
り
、
地
域
に
残
さ
れ
て
い
た
古
文
書
な
ど
に
失
わ
れ

た
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
反
省
に
立
ち
、
平
成
九
年
度
か
ら
地

域
史
料
悉
皆
調
査
を
始
め
た
。
こ
の
調
査
で
は
、伊
丹
市
史
編
纂
事
業（
昭

和
四
八
年
三
月
終
了
）
で
目
録
整
備
さ
れ
た
既
知
の
史
料
の
所
在
確
認
の

ほ
か
、
新
た
な
資
料
の
発
見
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
市

域
に
あ
っ
た
旧
村
を
単
位
と
し
て
、
毎
年
一
～
二
村
を
対
象
に
実
施
し
、

現
在
ま
で
に
市
内
の
旧
村
二
八
ヵ
村
の
う
ち
一
九
ヵ
村
の
調
査
を
終
え

た
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
既
知
史
料
の
な
か
で
所
在
不
明
な
も
の
が
確
認

さ
れ
た
ほ
か
、
江
戸
時
代
の
新
出
史
料
も
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
、
成
果

を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
悉
皆
調
査
に
よ
り
、
市
内
の
歴
史
資
料
保
存
マ
ッ

プ
（
台
帳
）
が
完
成
し
つ
つ
あ
り
、
今
後
の
大
規
模
災
害
時
の
資
料
保
存

に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
　
お
わ
り
に

　

本
館
の
震
災
資
料
調
査
は
、
平
成
二
三
年
度
の
震
災
資
料
集
（
全
二
巻
）

刊
行
を
も
っ
て
ひ
と
ま
ず
終
了
し
た
。
今
年
度
以
降
は
、
震
災
を
機
会
に
始

め
た
地
域
史
料
悉
皆
調
査
（
旧
村
史
料
調
査
）
の
継
続
と
新
出
史
料
の
整
理

と
保
存
を
進
め
る
計
画
で
あ
る
。
史
料
目
録
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
資
料

集
を
刊
行
し
、
今
後
の
大
規
模
災
害
に
備
え
た
い
。




